
令和７年度事業計画 
１ 事業⽅針 
 下野市国際交流協会は、幅広い分野における国際交流を推進し、市⺠の国際感覚の醸成及
び国際的理解の向上に資するとともに、地域にける多⽂化共⽣社会の実現に寄与すること
を⽬的として、次の事業を⾏う。 
２ 事業内容 
（１） 多⽂化共⽣推進事業 

(ア) しもつけにほんごひろばの開催 
(イ) ⽇本語スピーチ発表会の開催 
(ウ) 交流会の開催 
(エ) 多⽂化共⽣講演会 

（２） ドイツとの交流事業 
(ア) クリムの⾥夏期⽇本語講習会の開催 
(イ) 下野市とディーツヘルツタールの姉妹都市締結５０周年を祝う事業の実施 

（３） 交流イベント事業 
(ア) 国際交流員イベントの開催 
(イ) 市内イベントへの出展・協⼒ 
(ウ) クリスマス会の開催 

（４） 国際性豊かな⼈材育成事業 
(ア) 外国語学習推進事業の開催 
(イ) 語学体験講座 
(ウ) 英会話サロン（Fun Fan English）の開催 
(エ) ママパパ English サロンの開催 
(オ) 下野市⼩学⽣国際交流図画コンクールの開催 
(カ) 外部研修への参加 
(キ) 異⽂化体験イベントの発⾏ 

（５） 広報事業 
(ア) 会報ぐりむの発⾏（年３回） 
(イ) 協会案内パンフレットの発⾏ 
(ウ) 記念誌の発⾏ 

（６） 協会の運営 
(ア) 総会、理事会、運営委員会、定例連絡会の開催 

 
 
 
 



令和 7年度の事業計画
じぎょうけいかく

（やさしい⽇本語）�

1� 事業
じぎょう

の考え�

下野市国際交流協会
しもつけしこくさいこうりゅうきょうかい

は、外国
がいこく
の⼈といろいろな交流

こうりゅう
を進

すす
めます。�

市⺠
し み ん
が外国
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り か い
し、国際的

こくさいてき
な考
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えを持
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つようになっていくことを⽬的

もくてき
とします。�

また、地域
ち い き
で多⽂化共⽣

たぶんかきょうせい
（ちがう⽂化の⼈がなかよく⽣きること）ができるように活動

かつどう
し

ます。�

2� 事業
じぎょう

の内容
ないよう

�

（1）多⽂化共⽣
たぶんかきょうせい

のための事業
じぎょう
�

• しもつけにほんごひろば�

• ⽇本語スピーチ発表会
はっぴょうかい

（にほんごひろばで� べんきょうしたことを� はっぴょう
します）� �

• 交流会
こうりゅうかい

（しみんと� がいこくじんが� であい� なかよくなるための� かいです）�
• 多⽂化共⽣

たぶんかきょうせい
（ちがう⽂化の⼈が仲よく⽣きること）についての先⽣のお話し�

（2）ドイツとの交流�

• グリムの⾥
さと
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なつ
の⽇本語講習会

にっぽんごこうしゅうかい
(ミュンヘンだいがくのがくせいが� しもつけしにき

て� しみんのいえにとまりながら� にほんのぶんかを� けいけんします)�

• 下野市
しもつけし

とディーツヘルツタール市が姉妹都市
し ま い と し

となってから50年たった記念
き ね ん
の⾏事

ぎょうじ
�

（3）交流
こうりゅう

イベント�

• 国際交流員
こくさいこうりゅういん

によるイベントをひらく�
• 市内

し な い
のイベントに参加

さ ん か
したり、それに協 ⼒

きょうりょく
したりする�

• クリスマス会
かい
をひらく�

（4）国際的
こくさいてき

な⼈材
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を育

そだ
てる事業

じぎょう
（外国のことを� よくしっている⼈を� そだてるために

すること）�

• 外国語学習
がいこくごがくしゅう

の推進
すいしん
（がいこくごの� べんきょうを� けいかくして� じっこうしま

す）�

• 語学体験講座
ごがくたいけんこうざ

（がいこくごの� べんきょうのため、せんせいに� おねがいして� が
くしゅうする⼈を� あつめて� きょうしつを� ひらきます）�



• 英会話
えいかいわ

サロン（Fun�Fan�English）（えいごで� はなせる� ばしょです）�
• ママパパEnglish サロン� （かぞくで� えいごを� はなせる� ばしょです）�

• ⼩学⽣
しょうがくせい

の国際交流図画
こくさいこうりゅうずが

コンクール（しょうがくせいに� こくさいこうりゅうを�
テーマに� えを� かいてもらいます）�

• 外
そと
で⾏う研修

けんしゅう
への参加

さ ん か
（しもつけしこくさいこうりゅうきょうかい� ではない�

ところで� ひらかれる� べんきょうかいへ� さんかします）�

• 異⽂化体験
い ぶ ん か た い け ん

イベント（ちがうくにの� ぶんか（たべものやおどりなど）を� みんな
でべんきょうします）� �

（5）広報
こうほう
の事業

じぎょう
�

• 会報
かいほう
「ぐりむ」を発⾏

はっこう
（年3回）（１年に３回「ぐりむ」という� きょうかいの�

かつどうほうこくと� おしらせを� とどけます）�
• きょうかいのWeb�Site（ホームページ）をつくります。�

• 協会
きょうかい

の案内
あんない
パンフレットを発⾏

はっこう
（きょうかいが� どのようなものか� わかるよう

なパンフレットをつくります）�

• 記念誌
き ね ん し

を発⾏
はっこう
（きょうかいができてから� ながいじかんがたって� おいわいをする

ときにつくる本です）� �

（6）協会
きょうかい

の運営
うんえい
�

• 総会
そうかい
・理事会

り じ か い
・運営委員会

うんえいいいんかい
・定例

ていれい
の連絡会

れんらくかい
を開催

かいさい
（きょうかいがうまくいくように

りじや� やくいんの⼈が� はなしあう� かいぎです）�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

令和７年度下野市国際交流協会事業計画詳細 
（１）多⽂化共⽣推進事業 

事業名 事業内容 
ア しもつけにほんごひろ
ばの開催（継続） 

在住外国⼈がより豊かに安⼼して⽣活できるように、ボラ
ンティアが⽇本語の学習を⽀援する 

イ ⽇本語スピーチ発表会
の開催（継続） 

⽇頃の⽇本語学習の成果を発表する機会として、にほんご
ひろばで受講している外国⼈が⽇本語でスピーチ発表を
する 

ウ 交流会の開催（継続） 在住外国⼈と市⺠が交流することにより、地域の国際理
解・多⽂化共⽣を深めることを⽬的として開催する 

エ 多⽂化共⽣講演会 地域の国際理解・多⽂化共⽣を深めることを⽬的として、
講師を招き、講演会を開催する【未定】 

（２）ドイツとの交流事業 
事業名 事業内容 
ア グリムの⾥夏期⽇本語
講習会の開催（継続） 

ミュンヘン⼤学⽣を下野市に招待し、市内の⼀般家庭にホ
ームステイしてもらいながら、⽇本語授業や⽇本⽂化体験、
地域住⺠との交流会に参加してもらう。【８⽉中旬〜下旬
予定】 

イ 下野市とディーツヘル
ツタールの姉妹都市締結５
０周年を祝う事業の実施 

下野市とディーツヘルツタール（ドイツ）が姉妹都市を締
結してから５０周年となることから、記念看板を作成して
市⺠に周知し、記念訪問団との交流の場を設ける。 

（３）交流イベント事業 
事業名 事業内容 
ア 国際交流イベントの開
催（継続） 

国際交流員による国際理解イベントとして外国⽂化紹介
イベントや外国料理教室を開催する 

イ  市 内 イ ベ ン ト へ の 出
展・協⼒（継続） 

市内で開かれるグリムの森フェスティバルや産業祭などの
イベントに出展・協⼒し、外国⽂化の紹介、協会事業の PR
を⾏う【年数回】 

ウ クリスマス会の開催 クリスマス会を開催し、協会員や市⺠が親睦を深める機会
を創出する【１２⽉上旬】 

（４）国際性豊かな⼈材育成事業 
事業名  
ア 外国語学習推進事業の 語学体験講座を開催し、市⺠が外国語や外国⽂化に触れる



開催（継続） 機会を提供する【５⽉〜９⽉、１１⽉〜３⽉予定】 
イ 英会話サロンの開催 市⺠の⽅が英会話を通して交流できるよう、サロンを開催

する【開催時期、テーマ未定】 
ウ ママパパ English サロ
ンの開催（継続） 

⼦ども連れの⽅でも気軽に英語に触れることができるよ
う、国際交流員を招いてサロンを開催する【通年、毎⽉１
回開催】 

エ 下野市⼩学校国際交流
図画コンクールの開催 

下野市の未来を担う⼦供たちが外国に関⼼を持ち、国際的
な視野を広めることを⽬的として、市内⼩学⽣を対象とし
た図画コンクールを開催する。 
【夏休みの宿題として募集、９〜１０⽉選考】 

オ 外部研修への参加 栃⽊県国際交流協会等主催のセミナー（多⽂化共⽣ソーシ
ャルワーカー講座等）に事務局員や会員が参加する。【随
時】 

カ 異⽂化体験イベントの
開催（継続） 

外国にルーツのある講師を招き、市⺠が異⽂化に触れるこ
とができるようなイベントを開催し、地域の国際理解。多
⽂化共⽣を深める【随時】 

（５）広報事業 
事業名 事業内容 
ア 会報ぐりむの発⾏ 会員にイベント周知や活動を報告するため、会報誌を発

⾏する。【年３回発⾏予定】 
イ 協会案内パンフレットの
発⾏（継続） 

協会案内パンフレットを作成し、新規会員増⼤に向けて
事務局窓⼝やイベント等で配布する。 

ウ 記念誌の発⾏ 協会の節⽬の年の周年記念誌などの冊⼦を作成し、協会
のあゆみなどを会員などに広く周知する。 

（６）協会の運営 
事業名 事業内容 
ア 総会、理事会、運営委員会、
定例連絡会の開催（継続） 

全体の事業⽅針や施策について総会・理事会・運営委員
会で協議し、事業の具体的な企画や運営については定例
連絡会で進めていく 

 
 
 
 
 
 
 



 
＜やさしいにほんご版＞ 
（１）たぶんかきょうせいのためにやること 

ア しもつけにほんごひろば
（つづけてかいさい） 

しもつけしに�すんでいる�がいこくじんが、あんしんし
て�よいせいかつができるように、ボランティアが�⽇本
語のべんきょうを�てつだいます。�

イ にほんごスピーチはっぴ
ょうかい 

にほんごひろばで�べんきょうしている�がいこくじん
が、⽇本語で�スピーチをして、べんきょうの�けっかを�
みんなに�しらせます。�

ウ こうりゅうかい しもつけしに�すんでいる�がいこくじんと�しみんが�
あつまり、いっしょに�こうりゅうします。おたがいを�
よくしり、ちいきで�いっしょに�くらす�ことを�ふかめ
ます。�

エ たぶんかきょうせいこう
えんかい 

ちいきで�がいこくのひとと�いっしょに�くらす�こと
がどんなことなのか� わかり� そのくらしを� よくす
るためにどうしたらいいか、せんもんの�せんせいを�よ
んで、こうえんかいを�ひらきます。（ひらくひは�まだ�
きまっていません）�

（２）ドイツとのこうりゅうのためにやること 
やること ないよう 

ア � グ リ ム の ⾥
さと
�夏
� なつ

の
⽇本語講習会
にっぽんごこうしゅうかい

（つづけて⾏う）�

ミュンヘンだいがくの� がくせいを� しもつけしに�
よんで、しみんのいえにホームステイして� もらいま
す。にほんごの� じゅぎょうをしたり、にほんぶんか
を� たいけんしたり、ちいきの⼈と� こうりゅうかい
に� さんかしてもらいます。【８⽉の１０⽇ぐらいか
ら３０⽇ぐらいの予定】�

イ� しもつけしとディーツヘ
ルツタール�しまいとし５０年
をいわうためにすること�

しもつけしと� ドイツの� ディーツヘルツタールは、
しまいとしに� なって５０年に� なります。きねんの
かんばんを� つくって� しみんに� しらせ、きねんほ
うもんだんと� なかよくするための� かいをひらきま
す� 。�

（３）こうりゅうイベント 
やること� ないよう�
ア� こくさいこうりゅうイベ
ント（つづけて⾏う）�

こくさいこうりゅういんが� ちゅうしんに� なって、
がいこくの� ぶんかを� しょうかいする� イベントや
がいこくりょうりきょうしつを� ひらきます。�



イ しもつけしでおこなう� イ
ベントに� おみせをだします
（つづけて⾏う）�
�

しもつけしで� ひらかれる「グリムのもりフェスティ

バル」や「産業祭
さんぎょうさい

」などにさんかし、がいこくぶんか
を� しょうかいしたり、きょうかいで何をやっている

かを知
し
ってもらいます。【年に数回】�

ウ� クリスマス会�
�

１２⽉のはじめにクリスマス会をひらき、きょうかい
の� かいいんや� しみんが� なかよくなるきかいを�
つくります。�

（４）がいこくのことを� よくしりたい⼈のために� やること�

やること� ないよう�
ア� がいこくごをべんきょう
するきょうしつ�

しみんが� がいこくごや� がいこくの� ぶんかに� ふ
れられるように、ことばとぶんかをけいけんする� べ
きょうしつを� ひらきます。�
【５⽉〜９⽉、１１⽉〜３⽉予定】�

イ� えいかいわ� サロン�
�

しみんがえいごで� たのしくはなしたり� なかよくし

たりできるサロンを開
ひら
きます。�

【時期
じ き
やテーマはまだ決

き
まっていません】�

ウ� ママパパEnglish サロン�
�

⼦どもいっしょでも� さんかできる� えいかいわサロ
ンです� こくさいこうりゅういん� にきてもらって、

楽
たの
しく� えいごで� はなします。�
【１⽉〜１２⽉、⽉１回】�

エ� しょうがくせいの� こく
さいこうりゅう� ずが� コン
クール�

しもつけしのしょうがくせいに� こくさいこうりゅう

について� 絵
え
をかいてもらいます。� そしてそのコン

クールを開
ひら
きます。⼦どもたちが� がいこくに� かん

しんをもち、ひろい� せかいを� しるためのコンクー
ルです。�

【夏休
なつやす
みのしゅくだいとしてぼしゅう、９〜１０⽉に

えらびます】�
オ� しもつけしじゃないとこ
ろでやる� べんきょうかい�
にさんか 

とちぎけんの� こくさいこうりゅうきょうかいが� ひ

らくべんきょうかい（例：多⽂化共⽣
たぶんかきょうせい

の講座
こ う ざ
）に、じ

むきょくや� かいいんが� さんかします。�
【ひつようなとき】�

カ� がいこくのぶんかを� べ
んきょうしたり� けいけんす
るイベント�

両親
りょうしん

のどちらか、または両⽅
りょうほう

が外国
がいこく
から⽇本

に ほ ん
にきた

⼈にきてもらって、ぶんかや� かんがえかたを� お

しえてもらう� イベントをひらきます。地域
ち い き
でがい



こくについて� よくしって、「ちがうぶんかの� ⼈
がいっしょに� たのしく� くらすことができる」�
につなげます。【ひつようなとき】�

 
（５）こうほう 
やること ないよう 

ア 会報
かいほう

ぐりむの発⾏
はっこう

 
イベントの しらせや かつどうの ようすを 会員
に つたえるために、「ぐりむ」というお知らせを 出
します。【年に 3 回予定】 

イ 協 会
きょうかい

パンフレットの発⾏
はっこう

 
きょうかいを しょうかいする パンフレットをつく
り、じむきょくの まどぐちや イベントで くばっ
て、あたらしい会員をふやします。 

ウ 記念誌
き ね ん し

の発⾏
はっこう

 
きょうかいが� ○年などの� きねんの� 年に、ほんなど
をつくって、きょうかいが� できてから� いままでの�
できごとなどを� かいいんなどに� 知らせます。。�

（６）きょうかいのうんえい 
やること ないよう 

ア 総会
そうかい

、理事会
り じ か い

、運営委員会
うんえいいいんかい

、

定例連絡会
ていれいれんらくかい

の開催
かいさい

（つづける） 

たいせつなきまりや⽅針
ほうしん

は、総会
そうかい

・理事会
り じ か い

・運営委員
うんえいいいん

会

で話
はな

し合
あ
って決めます。 

事業
じぎょう

のくわしい計画
けいかく
や運営

うんえい
は、定例連絡会

ていれいれんらくかい
できめます。 

 
 


